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（別紙１） 

管理運営状況 評価シート【令和６年度】 

（評価日 令和７年６月23日） 

１ 施設の概要 

施設名 岩手県立緑化センター 

所在地 

電話・FAX 

HP・電子ﾒｰﾙ 

奥州市江刺稲瀬字瀬谷子 195-2 

0197-35-4529（電話・FAX 共用） 

URL https://wwwiwategreen.com   E-mail:yama-ichi@pon.waiwai-net-ne-jp 

設置根拠 緑化センター条例 

設置目的 
（設置：昭和 58 年４月１日） 

県民の緑化に関する知識及び技術の普及向上を図り、生活環境の緑化の推進に資する。 

施設概要 

敷地面積、建物面積、主な施設、利用定員等 

１ 敷地面積：47,300 ㎡ 

２ 主な施設①林業展示館：１棟（540.0 ㎡）②緑化木流通施設（屋内）：１棟(194.4 ㎡)③緑化

木流通施設（屋外）：１式（1,779.0 ㎡）④ガラス室：１棟（72.0 ㎡）⑤あずまや：１棟 6.0 ㎡）

⑥お手まき記念碑緑地（3,100 ㎡）⑦緑化木見本園（177 種、5,680 ㎡）⑧生垣見本園(21 種、

1,200 ㎡)⑨郷土樹木園（64種、10,381 ㎡）⑩見本庭園（15 種、1,680 ㎡）⑪研修苗畑：（4,830 

㎡） 

施設所管課 
岩手県 農林水産部 森林整備課 

（電話019-629-5791、メールアドレス AF0011@pref.iwate.jp） 

２ 指定管理者 

指定管理者名 有限会社山一木材 

指定期間 令和５年４月１日～令和 10 年３月 31 日（５年間） 

連絡先 
連絡先 一関市赤荻字笹谷 249 番地１ 

電話 0191（24）2215 FAX 0191（24）2968 

３ 指定管理者が行う業務等 

業務内容（主

なもの） 
緑化相談の受付、緑化講習会の開催、施設の維持管理 等 

職員配置、管

理体制 

 

６名 

（令和６年４月１日現在） 

組織図 

（内訳） 

非常勤・パート職員６名 

 

利用料金 無料 

開館時間 
①3 月 15 日～9 月 30 日：9 時～17 時 

②10 月 1 日～12 月 14 日：9 時～16 時 
休館日 

12 月 15 日～翌年 3 月 14 日 

毎週日曜日臨時休所日 

 

４ 施設の利用状況       （単位：人） 

（利用者数、稼

働率等） 

前期間 

平 均 

指定管理期間 
備考 

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 期間平均 

第１四半期 1,495 426 434    430  

第２四半期 694 318 345    332  

第３四半期 717 352 282    317  

第４四半期 70 31 47    39  

年間計（実績） 2,976 1,127 1,108    1,118  

年間計（計画）  － －      

所長 総務経理 副所長 

企画広報 

維持管理 
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５ 収支の状況       （単位：千円） 

区  分 
前期間 

平 均 

指定管理期間 
備考 

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 期間平均 

収

入 

利用料金収入 15 0 0      

県委託料 9,277 9,407 9,407    9,407  

自主事業収入 5 20 385    202  

         

小計 9,297 9,427 9,792    9,610  

支

出 

人件費 4,067 4,652 4,381    4,517  

維持管理費 5,231 5,386 5,421    5,404  

事業費         

自主事業費         

         

小計 9,298 10,038 9,802    9,920  

収支差額 0 △610 △10    △310  

 

６ 利用者の意見等への対応状況 

(1) 利用者意見（満足度等）の把握方法 

把握方法 施設利用者からの聞き取り、アンケート 
実施 

主体 
有限会社山一木材（緑化センター） 

(2) 利用者からの苦情・要望 

受付件数 苦情  ０件、要望  件、その他 ４件 

主な苦情、要望等 対応状況 

①もっとＰＲしてほしい HP・チラシ配布・報道等を活用したＰＲ活動の促進に努めた。 

②講習会等の情報を知りたい HP・新聞掲載等を活用し、情報の早期発信に努めた。 

③入口に施設案内・説明看板がない 
入口（駐車場）付近に施設案内板・説明板がないため、職員が案 

内チラシ・アンケートを直接配付して、利便性の向上に努めた。 

④老朽化した茶室はそのままか 
老朽施設については、所管課の森林整備課に対し、再三、要望・協議

して対応に取り組んだ。 

その他利用者からの積極的な評価等 

 

７ 業務点検・評価（※） 

(1) 業務の履行状況 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

運営業務 ①施設利用者に対し、施設の内容等を案

内・説明すること。 

常時職員を４名配置し利用者に対応し

ている。 

Ａ 

②施設利用者等の苦情又は提言を受け付

け、対応すること。 

職員が直接受け付け対応するとともに、

重要な事項は県へ報告している。 

Ａ 

③施設内を巡視し、安全又は効果的な利

用について指導・助言を行うこと。 

１日に２回巡視を行い、利用者に対する

安全を確保している。 

Ａ 

④施設の利用促進に努め、広報活動を行

うこと。 

岩手県内の県・市町、観光施設、地域振

興会等へのチラシ配布や報道機関への

情報提供、ホームページの更新等により

利用促進に努めている。 

Ａ 

⑤緑化相談に対応すること。 電話、メール、ＦＡＸや直接相談を受け

付け、速やかに回答している。 

Ａ 
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運転業務 ⑥施設の利用許可又は不許可について

は、正当な理由で対応していること。 

不許可のケースはないが、所長の判断に

より適切に対応することとしている。 

Ａ 

⑦事故等の予防に努めるとともに、事故

等があった場合には、適切な措置を行う

こと。 

施設の安全・機能上支障がある破損や事

故が発生した場合は、随時、適切に報告

している。 

Ａ 

施設の利用状況 月間利用実績、緑化相談の受付実績、利

用料金収入、管理に係る作業実施状況を

集計し、県へ報告すること。（月次報告書、

事業報告書） 

毎月、左記の内容について「月次報告」

を行っている。 

Ａ 

事業の実施状況 ① 緑化講習会を企画し、実施すること。 緑化講習会を８回開催した。 Ｂ 

② 緑化まつりを企画し、実施すること。 緑化まつりを５月に１回開催した。 Ａ 

施設の維持管理状

況 

① 施設の点検及び清掃等を行うこと。 毎日の巡視の際、施設の点検を行うとと

もに、定期的に清掃を実施した。 

Ａ 

②施設全般に係る機能及び安全性の日常

点検を行うこと。 

毎日の巡視の際、施設の点検を行った。 Ａ 

③緑化木等の植栽木を良好な状態に維持

していること。 

本来の樹形に近づくよう維持管理に努

めている。また、適時に剪定等を実施し、

維持管理に努めている。 

Ａ 

④電気料、水道料等光熱水費の支払いを

行うこと。 

毎月、口座引き落としの方法で支払って

いる。 

Ａ 

記録等の整理・保管 ①各種管理記録簿等を整備・保管し、県

の要請に応じて提示すること。 

「業務日誌」に必要事項を記入し、保

管・整備している。 

Ａ 

②委託業務の実施状況について、毎日業

務日誌を作成すること。 

「業務日誌」に必要事項を記入し、保

管・整備している。 

Ａ 

自主事業、提案内容

の実施状況 

①自主事業は、管理計画に基づき行うこ

ととし、管理計画に変更がある場合には、

予め県と協議を行うこと。 

「お手まき記念碑清掃」を実施した。管

理計画に変更がある場合には、県と協議

を行うこととしている。 

Ａ 

②自主事業について、施設の設置目的の

範囲内で指定管理者が創意工夫し実施し

ていること。 

地域（振興会）との連携を緊密にし、地

元住民の協力を得て、継続的に事業を実

施した。 

Ａ 

（施設所管課評価） 

・成果のあった点 

指定管理２年目となり、緑化まつりを適期の春期に開催し、昨年度に比較し来場者数が増加した。 

緑化講習会等の各種企画改善を図り、月１回の開催に努め、昨年度に比較し開催回数、参加者共に増

加した。 

また、地域の住民との協働を図るなど、地域に根差した施設であることも評価できる。 

・改善を要する点 

  特になし 

 

 

Ａ 

 

 

(2) 運営体制等 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

職員の配置体制 ①施設の設置目的を果たすため、緑化相

談に対応できる有資格者等を常駐させる

こと。 

「造園技能士」等の資格を有している副

所長を常駐させている。また、緑化相談

委託契約による有資格者を配置した。 

Ａ 

②通年の維持、管理運営及び繁忙期にお

ける対応に必要な人員を配置しているこ

と。 

通年の維持管理業務及びイベント実施

における必要人員を把握し、適宜、職員

を適正に配置した。 

Ａ 

苦情、要望対応体制 利用者の苦情については、その内容及び

対応状況について月毎にまとめ、翌月ま

でに報告すること。 

「苦情処理マニュアル」を作成し、速や

かな対応に努めた。 

Ａ 
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危機管理体制（事

故、緊急時の対応） 

①自然災害、人為災害、事故等あらゆる

緊急事態、非常事態、不測の事態には、

遅滞なく適切な措置を講じたうえ、県を

はじめ関係機関に通報すること。 

緊急・非常事態発生については、関係機

関に遅滞なく情報提供する体制を整え

ている。 

Ａ 

②危険管理体制を構築するとともに、対

応マニュアルを作成し、災害時の対応に

ついて随時訓練を行っていること。 

「災害・危機管理マニュアル」「非常時

連絡系統図」により体制を整えている。

また、６月には災害時緊急連絡訓練（自

然災害・火災・事故）を実施した。 

Ａ 

コンプライアンス

の取組み、個人情報

の取扱い 

①個人情報の保護に関する法律及び関係

法令を遵守すること。 

個人情報は、組織として厳重に管理して

いる。 

Ａ 

②当該施設の管理運営に関して知り得た

秘密を他に漏らし、又は自己の利益のた

めに利用していないこと。 

所長を個人情報管理責任者として任命

し、職員の指導徹底を行っている。 

Ａ 

③設備で法令により点検が義務付けられ

ているもの及び安全上又は保安上点検等

が特に必要と認められるものについて

は、その措置を行っていること。 

消防法に基づく消防設備保守点検を警

備保障会社に依頼している。 

建築基準法に基づく建物の定期点検を

資格者に依頼している。 

また、職員が毎日の巡視の際に設備の目

視の点検を行っている。 

Ａ 

④管理業務又は運営業務の全部を第三者

に委託し、又は請負わせていないこと。 

㈲山一木材が緑化センターに職員を配

置し直接管理運営を行っている。 

Ａ 

県、関係機関等との

連携体制 

県や関係機関等との連絡体制は確立され

ていること。 

毎月一回企画運営会議を開催し、重要な

事項については、県や関係機関と情報共

有している。 

Ａ 

（施設所管課評価） 

・成果のあった点 

非常連絡訓練や職員による巡視により施設の安全管理を行い、企画会議において情報共有している。 

施設故障等、有事の際には必要に応じて県に報告する体制が整っている。 

・改善を要する点 

 特になし 

 

Ａ 

 

(3) サービスの室 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

運営業務 マナー向上とサービス品質向上などを目

的とした研修を行っていること。 

５月、７月に接遇研修を行い、職員の資

質の向上を図った。 

Ａ 

利用者サービス ①利用者の拡大を図るため、施設のＰＲ

に工夫して取り組むこと。 

講習会やイベントの案内をホームペー

ジに掲載し、施設の利用拡大を図ってい

る。 

Ａ 

②緑化講習会やイベント案内の情報発信

を行っていること。 

ホームページや報道機関の記事掲載、地

域の広報誌「稲瀬だより」への掲載によ

り情報を発信した。 

Ａ 

③利用者サービスの質向上を図る取 

組を行っていること。 

関係者による毎月一回の企画運営会議

において、サービス内容の改善について

検討している。 

Ａ 

利用者アンケート

等 

①緑化講習会及びイベントの参加者に満

足度、ニーズについてアンケート等で把

握し、その結果及び対応策についてまと

め、県に報告すること。 

一般利用者や講習会参加者に対してア

ンケートを実施し、その結果について企

画運営会議で反省点・改善策等を明確に

し、県に報告した。 

Ａ 
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（施設所管課評価） 

・成果のあった点 

企画会議を通じて緑化まつりや緑化講習会等の改善を図り、利用者の満足度を高める工夫をしている。

また、接遇研修を複数回行うなど、サービス品質の向上に努めている。 

・改善を要する点 

 特になし 

 

Ａ 

 

 

(4) サービスの提供の安定性、継続性 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

事業収支 指定管理者公募時の収支計画と乖離して

いないこと。 

令和６年度の事業収支は、計画どおりの

結果となっている 

Ａ 

指定管理者の経営

状況 

①指定管理者の財務状況が適切であるこ

と。 

適正な財務状態を確保している。 Ａ 

②指定管理者の応募資格に抵触する事項

がないこと。 

◇地方自治法施行令第 167 条の４の規

定に該当していないこと。 

◇岩手県から指名停止措置を受けていな

いこと。 

◇都道府県税、法人税、消費税等を滞納

していないこと。 

◇会社更生法、民事再生法等の規定に基

づき更生又は再生手続きを行っていない

こと。 

特に、抵触する事項はない。 Ａ 

（施設所管課評価） 

・成果のあった点 

事業収支は計画どおりであり、財務状況は良好である。 

法令に抵触する事項の発生もない。 

・改善を要する点 

 特になし 

 

Ａ 

 

 

 

※（注１）県記載欄：「事業計画・県が求める水準」、「評価指標」「施設所管課評価」 

指定管理者記載欄：「実績（自己評価）」 

（注２）評価指標 

Ａ：協定書、提案書等の内容について高レベルで実施され、また、計画を上回る実績（効果）があり、優れた管理がな

されている。 

Ｂ：概ね協定書、提案書等の内容どおり実施され、計画どおりの実績（効果）があり、適切な管理が行われている。 

Ｃ：一部、改善・工夫を要する事項が見られたが、改善済み、または改善される見込みである。 

Ｄ：協定書等の内容に対し、不適切な事項が認められ、改善を要する。 
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８ 指定開始年度から評価年度までの総合評価 

(1) 指定管理者の自己評価 

① 成果があった取組み、積極的に取り組んだ事項 

ア 成果のあがった取り組み 

・緑化まつりを適期の春期に開催し、昨年度に比較し来場者数が増加した。 

・緑化講習会等の各種企画改善を図り、月１回の開催に努め、昨年度に比較し開催回数、参加者共に増加した。 

・施設の清掃、補修、整備について、一年を通して落葉落枝の除去や施設等の清掃・軽微な修繕・整備を行い、

全体的に良好な環境を維持することができた。 

イ 積極的に取り組んだ事項 

 ・施設の巡視、点検毎日の巡視活動により、利用者への声掛けや危険個所の早期発見を行い、利用者の安全確

保に努めた。 

 ・来場者に対して、施設案内チラシ及びアンケートを配付し、利便性の向上と利用者ニーズの把握に努めた。 

 

② 現在、苦慮している事項、今後、改善・工夫したい事項、積極的に取り組みたい事項 

・講習会やイベントに対する県民、利用者ニーズ等を情報収集、分析を行い、利用者に満足してもらえるよう

な企画作りに取り組みたい。 

・緑化センターの利用拡大を図るため、積極的に広報活動（HP、SNS。報道機関の活用、広報・情報誌・ラジオ

等）を展開していきたい。 

・施設まで誘導する案内板・標識等をさらに整備し、利便性向上と利用促進に取り組みたい。 

・緑化センターの庭園・樹木等の管理については、今後とも造園の技術者による一貫した管理が必要と考える。 

・緑化相談内容が複雑多岐で、薬剤使用も厳格化されていることから、職員の資質向上対策が必要と考えてい

る。 

 

③ 県に対する要望、意見等 

・林業展示館展示室の展示内容について、リニューアルの検討を要望する。 

・見本庭園について、入場者の現在のニーズに合致するよう、現代風のガーデン整備について要望する。 

・腐食した木製案内板、説明板を更新してほしい。 

・植栽から数十年が経過しており、樹種特性に合った樹間の確保（間伐）や、樹木の健全育成のための土壌改

良・排水対策を検討願いたい。（枯死木や樹形の変形障害が発生している） 

・県として、学校との連携により環境学習の場として、森林公園・緑化センター等の利用推進を図る方策を検

討していただきたい。 

・継続的な松くい虫被害予防対策を要望する。 

・林業展示館のトイレについては、水洗ではあるが汲み取り方式で、便槽容量 2 ㎥と小さく利用者に対応でき

ない場合があることから、改善する必要がある。 

・茶室は、老朽化しているとともに、野生動物による汚染が発生しており、撤去が必要と考えている。 

・郷土樹木園のコンクリートブロック水路内に土砂が堆積しており、さらにその場所が葦の群生地と化してい

る。葦の刈取除去も作業困難な状況にある。このため、水路の機能保全を図るため、堆積土砂の浚渫が急務と

考えられる。 

・駐車場脇に案内板（説明板）を設置してほしい。現在の説明板と案内板は駐車場から離れたところに設置さ

れており、大半の利用者は施設の内容が認識できず困惑する場面も見受けられる。（現在は職員が案内チラシを

直接配付して対応している。 
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(2) 県による評価等 

① 指定管理者の運営状況について 

長期に渡る指定管理者として、施設運営の知識・経験を積み重ねるとともに、月１回の企画会議の開催、施

設及びイベントのＰＲ、自主事業の充実に努めており、利用者の満足度向上に一定の成果が得られている。 

また、管理業務は、県との連絡調整及び情報共有が図られるとともに、計画的かつ確実に実施されている。 

② 県の対応状況について（自己評価） 

指定管理施設が指定管理者によってより有効かつ適切に管理運営されるよう連携を図るとともに、備品等の

適切な管理が行われるよう帳簿の随時更新や、直接現地に赴いて施設の現状を確認するなど、運営のサポート

を行ってきた。 

引き続き、効率的な管理運営や利用者の拡大に向けて、指定管理者と連携しながら取り組んでいく。 

なお、危険箇所や老朽化した施設の修繕対応については、今後も、利用者の安全に配慮しながら、優先順位

をつけて適切に対応していく。 

③ 次期指定管理者選定時における検討課題等 

・県民・利用者のニーズを把握し、ニーズに応じた管理運営を行うこと。 

・緑化講習会や緑化まつりについて、幅広い年齢層の方々が継続して参加いただけるよう内容を工夫し、県民 

の緑化に関する知識及び技術の向上並びに生活環境の緑化の推進に一層努めること。 

・多くの集客を図るため、ＨＰやメディア等を活用したＰＲを充実させ、利用者の拡大を図ること。 

・管理計画に基づき、管理運営費を適正に執行すること。 

 

９ 改善状況等 

改善を要すると評価された項目（Ｃ、Ｄ評価の項目について） 

 －（該当なし） 

改善状況 

（指定管理者から県への報告年月日： 年 月 日） 

 －（該当なし） 

改善状況の確認 

（再評価年月日  年  月  日） 

 －（該当なし） 

 


